
  

 

 

 

 

 

 

【日時】 【場所】 

6 月 9 日（金）10：00～12：00 荒川区役所 3Ｆ304 会議室 

【次第】  

ステップ１：・福祉部 部長あいさつ 

      ・前回欠席者の自己紹介 

      ・本日のプログラムの説明 

ステップ３：分科会での検討テーマ 

ステップ４：分科会の進め方 

ステップ５：次回の討議項目 

ステップ２：・福祉、健康、子育てに関する 

概況と取り組みの説明 

      ・質問等 

 

ステップ６：その他 

 

ステップ１ 本日のプログラムの説明等                              

・福祉部長よりあいさつ 

・前回欠席者より自己紹介 

・コンサルタントより本日のプログラムの説明 

 

ステップ２ 概況と取り組みについて                               

【福祉、健康、子育てに関する概況と取り組みの説明】 

各担当課より、福祉、健康、子育てについての概況と取り組みについて説明があった。 

 

【区からの説明に関して質問】 

・Ｐ８「ＮＢＣテロ」とは。 

→（回答）Ｎは核、Ｂはバイオ兵器、Ｃは化学兵器の略。 

・子育ての方で保育園と幼稚園の一元化を行っているのか。 

→（回答）今のところ行ってはいない。認定子ども園という制度ができているが、今後

所管の部署で検討していかなければならないと考えている。 

・「ころばん体操」は午前中に行っているが、午後も計画してほしい。 

→（回答）多くは 10：00～11：30 でやっているが、地区１か所くらいは午後やってい

るところがあると思う。今後は数や時間を検討したい。 

・障害児へのガイドヘルパーは、特別な時だけでなく、毎日の通学にも支援をするように

幅を広げてほしい。 

→（回答）自立支援法の施行でやっと始まった支援体制なので、今後さらに見直しをし

ていくということで、ご理解いただきたい。 
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・社会福祉協議会の前で水曜日だと思うが、知的障害者の方がパンを売っている。見かけ

たらできるだけ買ってあげてほしい。 

・障害者にとって、自立支援法が施行される前と後では具体的にどう変わったのか。 

→（回答）自立支援法では以前は無料で受けられたものが、介護保険と同じように利用

者負担１割になった。また、以前は本人の所得で判断されていたものが、世

帯の所得でみられるようになった。荒川区では、激変緩和策として、この１

割負担を３％の自己負担に軽減している。また、国では利用者負担上限額を

設定しているが、荒川区ではこれを２分の１に軽減している。 

・費用の面ではそのような変化があっても、サービスの方では変化はないのか。 

・サービス内容はあまり変わらないが、以前は自分で生活設計ができたが、それができな

くなる。また施設入所の障害者を施設から地域へ移行しようとしているが、地域に受け

皿がまだない。本人が受けるサービス等を今までは自分で選択できたが、これからはケ

アマネジャーをまじえないとプランがたてられない点に不満がでている。また、費用負

担があるのは困る。区ごとに支援がちがうし、また、東京と地方でもちがう。東京はと

てもサービスが充実していて住みやすかったのに国はそれを統一しようとしている。 

 

ステップ３・４・５ 分科会での検討テーマ等                           

【分科会での検討テーマ】 

・病院の待合室で待っている人たちを観察したら、高齢者の女性が 60％、高齢者の男性

が 20％、若い女性が 10％、若い男性が 10％であった。若い人が健診等で病院にかか

っていないのではないかと心配になる。 

・教育について話し合いたいという前回の意見はどうなったのか。 

→（回答）一応、この分科会は福祉サイドに立って、福祉・健康・子育てについて話

し合っていただきたい。 

・区政の懇談会なのだから、我々の話し合いたいテーマで討議したい。区としての意向

をうかがいたい。 

・我々が昨年度議論してきたことは、どうなるのか。 

→（回答）昨年度の議論内容は提案としてまとめ、、基本構想審議会で検討されている。

今年度については分野ごとに話し合っていただきたいと思っている。希望す

れば他の分科会の出席も可能である。この分科会では、福祉・健康・子育て

で話し合っていただきたい。 

・昨年は産業について話し合ってきた。産業を軸にしていろいろな問題を横のラインで

話し合っていけるのではないかと思う。前回、時間的に教育の分科会には出席できな

いので、こちらの分科会にきたという話しが出ていたのは覚えている。もう一度、再

考をお願いしたらどうか。 

・スタンスの問題で、１つのテーマを決めたら、別の視点はばっさり捨てて議論しろと

言うのは納得できない。 

・いろいろな課題があるが、それらが絡み合っているのであるから、どの方向から入ろ
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うとあまり関係ないように思う。 

・福祉・健康・子育てに関係ないことは、話し合う必要はないというスタンスに感じる。 

・福祉・健康・子育てはあまりにも広すぎる。何を話せばいいのかわからない。いろい

ろなことが混ざり合っているのでどれから始めるか迷う。 

→（回答）たとえば、荒川区では、こんな所が弱いとか充実していないとか感じるこ

とはないか。そのへんから入っていけばどうかと思う。 

・サービスを上から与えるというのは、結局安い業者に委託してやらせるということに

なるので、そうではなく皆でつくりあげる形にならないといけないと思う。荒川区で

は、障害児に物の作り方は教えるが、作った物を売る福祉ショップがない。親たちが

独自に売る方法を探さなければならない。最後のつめがない。 

・荒川区の施策は、縦社会で完結しないような感じである。 

・トップが変われば施策も変わってしまう。 

・トータルでゆるやかなくくりの中で話し合いたい。 

→（回答）今回は福祉・健康・子育ての分野に限定して話し合っていただきたい。例

えば団塊の世代の退職でその人たちを活用する場所とか、食育に関するこ

ととかを話し合うのはどうか。 

・「おたっしゃランチ」とかで、１週間に１回栄養バランスのよいものを食べても、後の

食事がコンビニのお弁当では意味がない。毎食を考えて行えるものでないとだめ。 

・テーマは抽象的にしておけば、誰も反対しない。基本構想や理念もほんとうに具体的

な施策に移ったときに議論がいろいろ出てくる。 

・テーマは「福祉・健康・子育て」と出ている。さらに細かい項目を出せといっても専

門知識もないし無理。 

→（回答）在宅での子育てに対する支援は今の支援で十分なのかとか、検討テーマは

あると思う。 

・資料を読むと、区がいろいろなことをやってくれていることがわかるが、何が不足し

ているかと言われると困る。 

・この分科会のテーマは「人の幸せ」ではどうか。それぞれのライフステージの中でそ

れぞれの幸せを考える。人の役に立つことが幸せで、手を貸すことが幸せなのか。そ

ういう哲学について考えるのはどうか。 

・保健所の保健栄養学級というのを 40 年やっている。バランスのとれた食事をとるとい

うことをやってきた。会員の中には病気で死亡する人はほとんどいない。 

・福祉・健康・子育ての中で１つのテーマにしぼるのか、それとも、３分野にまたがっ

たテーマを設定するのか。 

・コンサルがテーマを設定してほしい。それについて、話し合えばいいと思う。 

→（回答）コンサルとして、これを話し合って欲しいというものはない。ただ、区の

方であれば、それを出してもらうことは可能だと思う。 

・個人の生活に密着した区への不満を出しても何にもならない。この会では、10 年後、

20 年後を見据えたテーマを話し合うべきではないか。区として求めている着地点を聞
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き、それに向かうような話し合いをした方が時間的にも有効ではないか。 

→（回答）昨年度も皆さんから話し合いたいテーマを出していただいて話し合いをス

タートさせている。今年度もそのような形で皆さんから出していただきた

い。 

・このグループ分けは、属性で分けられたグループとはグループ分けが違っている。 

・哲学を話して、皆さんで共通認識を持ってから話し合っていきたいということでもい

いと思う。 

・懇談会とは、国や法や条例とかにとらわれないで、自由な意見を言い合える会ではな

いのか。そういう認識で集まってきているのに、これについて話せとかいう縛りがあ

る会ではないと思う。 

・「幸せ」というテーマで話し合えばいいと思う。 

→（回答）「幸せ」というテーマで次回は話し合いを行う。今後のスケジュールは、全

体で 8 回くらい懇談会を行う。次回の話し合いが終わってからまた、スケ

ジュールは組み直す。 

 

 

ステップ６ その他                                   

 

次回日程について 

 

【日 時】平成 18 年 7月 5 日（水）10：00～12：00 

【場 所】未定 

【内 容】「幸せ」について 

以上 
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